
H24.       H3 人類生態学 
 

講義予定 

   5月29日（火） 人間生態系とは何か／適応のとらえかた 
 6月05日（火） 栄養の生態学的理解 （梅崎） 
 6月12日（火） 疾病の生態学的理解 
 6月19日（火） 行動と活動の把握と生態学 （梅崎） 
 6月26日（火） 再生産／生物学的人口学  （梅崎） 
 7月03日（火） 適応手段としての化学物質 
 7月10日（火） 都市の生態学／サステナビリティ 
 
＊成績評価： 出席＋試験＋小レポート（occasional)    



人間生態系 （アウトライン） 110531 

※  基本的概念： 個ー個体群ー（群集）ー生態系 
 
※  生態系の中の人間： 特殊な種としてのヒト・人間 
 
 
※  ライフスタイルの変化： どのようにして特殊な種となっ
たのか？   
 
 
※  適応という概念： 人間生態系の機能 
 
※  人間生態系の多様性 



基本的概念：  
個ー個体群ー（群集）ー生態系 

 



人類生態学は何をする学問か？ 
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 生態学 
   (Haeckel,1860) – 動物とその環境との関係を調べる分野  
   (Begon,2000) – 対象 ＝ 生物とその環境; 
                    目標 ＝  二者の関連を明らかにすること 
    
 ⇒ 人類生態学–   
    cf. 解剖学，生理学– 人体の構造あるいは機能を調べる 
 
ことにより， 
 
 
 
 
cf. 人類学 “人間とは何か？ 人間は存在するか？” 



人類生態学は何をする学問か？ 
人間ー環境の“相互作用”とは 
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 ＊“相互作用”  
 
     (Krebs, C.J.) “生物の            を規定する相互作用” 
       →生態学のゴール＝この相互作用の解明． 
 
例） 環境からどのように食物を調達しているか？ 
   配偶の相手を含む他個体・他個体群とどのように接しているか？ 
   疾病など生存を脅かす危険にどのように備え，回避しているか？ 
  
    
   ・人間の場合，このゴールでいいのだろうか？ 
    
 
 
     ・“伝統社会”と現代社会における 
    “相互作用”の構成要素は何だろうか？ 
 
    
  



個体 
個体群 population 
群集 community 
生態系 ecosystem 

ある定められた地域に生息する同一種個体の集まり 
（ベゴンら） 
 
 
ある特定の地域に棲息．遺伝子プールを共有しながら，
世代をこえて生き続ける単位  
他種に比べてヒト個体群は多様 （大塚ら2002） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Chap1.　生態系の中で人間を捉えることの意義は？
　　　　　生態学的に見た人間はどこが特殊か？





 
生態系の中の人間：  
特殊な種としてのヒト・人間 

 
 



大塚ら 人類生態学(2002）による 

生産者 producer    
消費者 consumer   
分解者 decomposer 
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大塚ら 人類生態学(2002）による 

生産者 producer    
消費者 consumer   
分解者 decomposer 

6/4/2012 9 

伝統的な生態学からみた ヒト 



大塚ら 人類生態学(2002）による 

生産者 producer    
消費者 consumer   
分解者 decomposer 
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ライフスタイルの変化：  
どのようにして特殊な種となったのか？   
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出アフリカ 
>1my,  

出アジア１ 
>50ky 

出アジア１ 
14ky 

出アジア２ 
<10ky 

出アフリカ2 
70-80ky 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多様な環境と周期性　＝区分・温度-降水グラフ；日内変動　４
文化的適応と生物学的適応　




農耕革命と生業の変化 

生計（生業）活動 subsistence 
activity 
 
 
 
 
 植物   動物（陸棲）  ＜動物
（水棲）＞ 

 ↓       ↓        ↓ 
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農耕の開始と人口増加 

従来の考え方 
農耕 人口増加 

Boserup説(1965） 
 
農耕開始前の技術革新（狩猟・調理） 
→ 栄養状態などの改善 
→ 人口増加  
→ 資源の枯渇・不足 
→ 農耕技術 
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成立の年代＝栽培植物の遺伝的特徴に基づく． 
 コメ：アジア内陸部に起源（>10,000年前）で，ここには含まれていない． 
穀類＝水分少→ 輸送・貯蔵（腐敗しにくい）に有利 
  → 農耕以外の仕事をする余裕 → 文明勃興の引き金 (地中海・新大陸） 
 

キャッサバ 

農耕の期限は単一ではない（Sauer,1952） 
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エジプト 
中国・ギリシャ 

マヤ・ 
アンデス 



バイオームと生業 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　現代人類社会（地球上の広範な地域に拡散し繁栄している）への移行の基盤




6/4/2012 

エネルギーの 
制御手段獲得 

↓ 
 
 
 
 
 
 
 

エネルギー用の 
土地の解放： 

  

工業化以降の機械は急速に強力になった 
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6/4/2012 

3,000kcal/日 

エネルギー消費の歴史的変遷 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後の25年間で約1.5倍に増加している
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人口転換： 
工業化の後に進行．詳しくは”生物学的人口学”の講義 



 
適応という概念：  
人間生態系の機能 
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“人間生態系の機能を解明する“ 
ということ・・・ 

• ある システム の機能 
   ー目的・軸によって，見るべき機能が異なる 
 
      車の機能 
 
      ヒト（人体・個人）の機能 
 
      生態系の機能 
 
      人間生態系の機能？ 
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人間生態系の機能  
※ エネルギー（食糧）生産・消費のシステムとして 
    
 
 
※ 人口維持のシステムとして 
     
 
 
 
 
※ モノのフローのシステムとして 
   
 
 
  
 
※ 他の生物種と相互作用するシステムとして     
 
⇒  



人間生態系の様々なサイズ  

 
 
 ヒト集団 

 
 
 

地球 

 
 
 

ヒト集団 

集団を支える 
資源を得る範囲 

 
 
 ヒト集団 

集団を支える 
資源を得る範囲 

ヒト集団 
 
 
 

集団を支える 
資源を得る範囲 
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生物における４種のadaptation （Ellen, １９８
２） 

  適応：変化が起こった時に存在条件を維持する手段． 
 
ある性質（trait）が適応的（adaptive）か否かは， 
与えられた条件下で，その性質がどのような効果を持つ
のか，によって判断される． 
 
１．系統発生的（Phylogenetic）  
 
２．生理学的修飾（physiological modification ） 
 
３．学習（Learning）   
 
４．文化的修飾（Cultural modification）   
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適応 とは何か？ （鈴木，1990による） 

 環境の変化⇒生物 
  自己の属する集団にとって有益となる調整（adjustment） 
  このプロセスを適応という 
 
 生物学的適応・文化的適応  
 高地   
   ・    
   ・  
 温熱条件 
   ・    
   ・    
 都市生活 
 低栄養・高栄養 
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適応 に関する課題 

誰の健康・生存が重要なのか？ 
  
 
 
 
何を適応の指標とするか？ 
 
 
 
適応概念の曖昧さへの疑念（ベゴンら） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際保健学は，保健にかかわる問題を，国際的枠組みの中で科学的に究明，解決する学問領域である．
国際的枠組みの中で　といった場合，国際協力・国際支援を狭義に当てはめることもあろうし，広い枠組みの中で考えることもある．
途上国に起こっている問題について研究するということは，われわれの経験を生かして，途上国における問題解決のために，技術移転を行ったり，われわれの二の轍を踏まないよう問題が軽症のうちに解決策を提唱したりすることも含まれようし，同じ汚染の問題を広い視野で取り組むことにより，あらたな健康科学的な知見を得ることもあろう．

人類生態学は，もともと生物学的側面を重視しつつ人間集団の存続の構造の解明に力を注いできた領域である．そこでは，人間集団が
・いかにして　喰っているか　（食物の生産・入手・分配，食物摂取量と栄養状態，生ずる余剰，土地利用と所有）
・いかにして　子を産み，育てているか　（再生産の実態，人口構成とその経時的変化，子の成長と栄養）
という点に焦点を当ててきた．
　これらは，人間の活動の中でももっとも重要な２つの生産（食物・人口）にかかわる側面をとりあげているが，同時に人間集団は捨てる集団でもある．環境が人間の活動に比較して十分に大きなcapacityを持っていた過去に，捨てるという行為の比重は軽かったと思われる．あるいは捨てるという行為は，食べる・再生産するという行為とは距離があった．しかし，この部分に起因する環境問題が，次には，これらの生産活動にも影響するようになってきた，という意味で，環境問題をとりあげることは，人類生態学にとって次第に必須の要素となりつつある．
　また，近年，廃棄にともなう汚染の問題は，いろいろな形で国境を超える．残留農薬やウィルスによる食物の汚染，廃棄物の越境，広域の河川・海洋汚染，酸性雨（や黄砂ーこの場合は人為起源の部分は多少距離があるが）などの問題は，一集団による汚染行為が他の集団に影響を及ぼす端的な例である．このような問題は，国際的枠組みで考えざるを得ない．

人類生態学という学問の興味の中では，生産・消費・廃棄というものの流れが，それぞれ人間の行動の流れでもある点に着目し，汚染を作るにも，それに影響されるにも何らかの行動が介在している点に着目して，その行動が環境問題の中で持つ意味を，生産・消費の構造との関連で解析し，よりよい方向というものがあり得るのかをlocalな視点とregionalあるいはglobalな視点から考えていくことが主要な課題となると考えられる．
　エネルギー問題で途上国が重視されている事実を考えても，それとは表裏の関係にある環境負荷においても途上国の寄与が大きいことは容易に想像できる．
　　ただ，注意しておかねばならないのは，たとえlocalの視点で考えたとしても，例えば，環境と健康とのあいだにはコンフリクトがあるだろうし，誰の健康を考えるかという点もそう簡単には結論できない可能性が常に存在するという点である．

　以上の点から考えると，人類生態学の視点から途上国の環境問題にアプローチするにあたっては，問題をできるだけ生産・消費の構造と関係付けつつ把握し，汚染する行為あるいは汚染する側の集団についても分析の枠組みに取り込んでいくことが必要ということになる．
　
　以上の視点は，例えば地球規模での持続可能性という問題を考える際に，生産・消費の活動と汚染活動・環境問題との関連についてモデルを提出するという形で貢献できる可能性がある．また，伝統的に維持されてきた　おそらくは持続的なシステム　と　消費・廃棄が肥大化する“資本主義的”システムとの接点（あるいは人々が，後者を自分たちのシステムとして採用していく過程）を明らかにすることにより，持続性から見た場合のシステムの変化と環境問題とを理論的I(体系的）に関連付けることができるかも知れない．

***************************************************************************************************************





●国際保健学の視点
　国際保健学の出てくる必然性
　解くべき問題（協議の国際協力・国際支援にとどまらない）

●　人類生態学の視点
　環境と人間集団の関連を，可能な限り包括的に動的に捉える→適応のしくみ（健康・集団の維持＝人口の再生産）を明らかにする．
　Environmental Health +  Population Biology 
　キーワード：環境の認識・利用・改変，人口，健康状態（集団レベル）
　環境の認識・利用：　民族植物学/動物学・活動・栄養
　環境の改変：開発・近代化，破壊，（人為的）化学物質の利用・放出・汚染
　・人間活動→認識された環境への働きかけ
　・人間活動→必ず環境を変化させる（環境は流動的）
　人口：　再生産，疾病・死亡構造，移住
　健康状態：　疾病，活動の可能性，社会への参画
　

●　国際保健学の中における人類生態学
・基礎的な部分にかかわる
・“保健”のために必要な包括性と動性
　（リスクとベネフィット，エンドポイントの選択）
　バリエーションの理解
　コンテクストの理解（異なる文化から同一のイベントがどう見える



ライフスパンの長さ 

環境の許容範囲 

生
物
の
形
質

→
 

適応”している”（状態） 

a 

適応”する” 
（意図的調整） 

ライフスパンの長さ 

b c 
観察時点 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

Aが生物学的適応
ＢCが文化的適応　Bは通常ライフスパンよりずっと短い変化に対して行われる．Cはライフスパンよりずっと長期の変化が生存に影響する場合．



文化的適応のトリック  健康総合科学概論 (2011.1）より    

環境を作り替える  

→ 変化が先行している？ 

   環境変化への応答？“望ましい（と思われる）環境の整備？ 

→ 新しく創出した環境への適応：  

   ー食糧生産   

      単作主食への依存⇒飢饉・栄養欠乏，窒素循環のかく乱 

   ー交通・移動：  積極的移動手段⇒消極的手段へ． 
                   Sedentary な生活〜生活習慣病  
                 → Sedentary な生活への適応（fitness club, diet） 

   ー医療・公衆衛生 なかなか死なない・長生きする 

        人口問題，高齢化社会の設計， 抗生物質と耐性菌出現，  

   ーエネルギー・工業製品・化学物質  
       公害，地球温暖化，内分泌かく乱化学物質問題 

   ーhabitat （耕地開墾・都市）墓場としての都市，新興感染症， ヒートアイランド 

   ー情報・通信手段   郊外の発展，24時間都市 
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人間生態系の多様性 



地球上の”システム”の分類（MEA による） 

32 

＊カテゴリー：生態系そのものではない． 
       中に複数の生態系を含む． 
 
＊各生態系の生物・気候・社会的要因： 
・同一カテゴリーに属する[複数の]生態系では類似． 
・異なるカテゴリーに属する生態系では，異なる場合が多い． 
 
＊海洋＊沿岸＊内水面＊森林＊乾燥地 
＊島嶼＊山岳＊極地＊耕地＊都市 



 
 

以下は補足するスライドHO 



人類生態120529追加ー肥大したヒト 
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陸上の一次生産   
 
陸上において，                    を産生する． 
 
多くの種の絶滅とかかわる 
 
気候変動. 
 
    （Ellis and Ramankutty, 2008) 
 
“自然の力は偉大，人間の力は微力“ 
 



地球上の土地分類 
“人為的バイオーム”(anthropogenic biome) 

Ellis and Ramankutty (2008) 
Front Ecol Environ 6, 439-47 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もともとは，3/9のDIAS/GRENE TV会議で説明した．





Further readings 
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人類生態学【第２版】  大塚ら (2012) 改訂 
 
人間の生態学 渡辺ら 朝倉 （2011) 
 
Ellis and Ramankutty (2008) Putting people in the map:  
anthropogenic biomes of the world.  Front Ecol Environ 
(2008) 439-447.  
 
横浜国大21世紀COE（訳） 生態系サービスと人類の将来
（2007) オーム社    （ミレニアム生態系評価） 
 
Boyden, S (2004) The Biology of Civilization UNSW press.  
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